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ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
（
原
・
小
口
）

一
七
三

〈
史
料
紹
介
〉

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て

―
在
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
と
秋
田
城
出
土
木
簡
と
の
比
較
か
ら
―

原
　
　
　
京
　
子

小
　
口
　
雅
　
史

は
じ
め
に

　

周
知
の
よ
う
に
二
〇
世
紀
初
頭
、
プ
ロ
イ
セ
ン
（
ド
イ
ツ
）
隊（

（
（

の

グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
（A

lbert Grünw
edel

）
や
ル
・
コ
ッ
ク
（A

lbert 

von Le Coq

）
ら
に
よ
っ
て
東
ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ン
地
域
（
西
域
）
が
調

査
さ
れ
、
そ
こ
で
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
か
ら
多
数
の
史
資
料
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
る
。

　

プ
ロ
イ
セ
ン
隊
の
主
た
る
調
査
地
は
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
（
吐
魯
番
）

が
主
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
ハ
ミ
や
ク
チ
ャ
な
ど
に
も
及
ん
で
い

た（
（
（

。

　

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
は
中
国
の
西
北
辺
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
一

角
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
の
中
心
部
で
あ
る
。
古
来
、
こ
の
地
域
は

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
商
業
交
易
の
中
心
都
市

と
し
て
も
栄
え
、
城
郭
都
市
が
発
達
し
て
い
た
。
前
漢
以
来
、
こ
の

地
に
は
漢
族
が
進
出
し
て
、
高
昌
と
い
う
地
名
が
定
着
し
て
い
た
が
、

元
明
以
降
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
と
い
う
地
名
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。

こ
の
地
域
か
ら
は
現
在
も
な
お
発
掘
に
よ
っ
て
新
出
文
書
が
発
見
さ

れ
て
お
り
、
広
大
な
ア
ジ
ア
大
陸
の
な
か
で
、
特
定
の
地
域
の
古
代

社
会
の
実
状
が
こ
れ
ほ
ど
精
細
か
つ
リ
ア
ル
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
は

他
に
は
な
く
、
こ
の
地
は
今
や
微
視
的
史
学
の
一
大
拠
点
と
も
い
え

る（
（
（

。

　

プ
ロ
イ
セ
ン
隊
が
こ
の
地
で
収
集
し
た
文
献
・
文
書
類
の
う
ち
、
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

一
七
四

漢
文
文
献
の
大
半
は
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
（Staatsbibliothek 

zu 
Berlin

）
の
オ
リ
エ
ン
ト
部
門
（O

rientabteilung

）
に
架
蔵
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
史
・
日
本
史
研
究
者
の
関
心
を
引

く
漢
文
世
俗
文
献
・
文
書（

（
（

に
限
っ
て
み
て
も
、
同
時
期
に
敦
煌
で
膨

大
な
写
本
類
等
を
入
手
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
イ
ン
（Sir 

M
arc 

A
urel Stein

）
や
フ
ラ
ン
ス
の
ペ
リ
オ
（Paul Pelliot

）
の
敦
煌
漢
文

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
比
し
て
、
入
手
の
経
緯
の
差
に
よ
る
質
的
問
題
も

あ
っ
て
、
そ
の
知
名
度
は
低
く
、
研
究
は
ま
だ
立
ち
後
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
在
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
漢
文
世

俗
文
献
・
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究

対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
断
簡
群
の
な
か
か
ら
Ｃ
ｈ
一
二
五
六

（
西
脇
目
録
で
はrecto

面
に
つ
い
て
「「
火
長
」
人
名
票
」〈verso

面
は
目

録
対
象
と
せ
ず
〉、
榮
旧
目
録
で
はrecto

・verso

両
面
と
も
「
府
兵
名
簿
」、

榮
新
目
録
で
は
「
府
兵
名
籍
」
と
す
る
）
を
選
ん
で
と
り
あ
げ
て
み
た

い
。
今
回
、
機
会
を
得
て
、
本
断
簡
の
詳
細
な
原
本
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た（

（
（

。
そ
の
知
見
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
、
当
該
断
簡

と
類
似
す
る
日
本
出
土
の
地
方
木
簡
と
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
、
最

終
的
に
当
該
断
簡
の
性
格
な
い
し
用
途
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と

思
う
。

一　

Ｃ
ｈ
一
二
五
六
の
釈
読

　

ま
ず
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
の
写
真
と
、
実
見
の
成
果
に
基
づ
く
そ
の

釈
文
と
を
掲
げ
る
。

【
釈
文
】

・
ｒ
面

　

１　

火
長
庚

（
康
カ
（天

志　

鄧
大
申　

瞿
才
好　

白

者
〔
志
？
若
？
〕虫　

趙
奴
□

（
寅
カ
（

　

張
孝
方

　

２　
　

何
思
義 　
　

張
忠
臣　

曺
黒
子　

 

馬
無
□

〔
言
ヵ
〕

已
上
十
人
同
火

・
ｖ
面

　
（
前
欠
）

　

１　

火
長
王
善
順

　

２　
　

〃　

□
〔
〃
ヵ
〕

　

３　
　

□　

□

　
（
後
欠
）

二
八
八
×
（
四
九
）

※
ｒ
面
・
ｖ
面
の
比
定
は
公
式
目
録
で
あ
る
西
脇
目
録
に
よ
る（

（
（

。
以

下
「
ｒ
面
」
はrecto

面
、「
ｖ
面
」
はverso

面
を
示
す
略
称
と

し
て
用
い
る
。

※
釈
文
に
は
、
行
論
の
都
合
上
、
行
数
を
記
入
し
た
。

※
法
量
の
単
位
は
㎜
で
あ
る
。
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ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
（
原
・
小
口
）

一
七
五

【
写
真　

Ｃ
ｈ
一
二
五
六
】

・
ｒ
面

・
ｖ
面
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

一
七
六

二
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
の
内
容
概
観
と
表
面
観
察

　
（
一
）
記
載
内
容
の
検
討

　

ま
ず
当
該
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
み
た
い
。

　
ｒ
面
は
、
火
長
を
筆
頭
に
し
て
（
そ
の
火
長
を
含
め
て
）
総
計
一
〇

名
の
個
人
名
が
列
挙
さ
れ
、
末
尾
に
「
已
上
十
人
同
火
」
と
全
体
の

統
計
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ｒ
面
と
は
天
地
を
逆
に
し
て
記
さ
れ
た
ｖ
面
で
は
、
火
長
一
名
の

個
人
名
が
判
読
で
き
た
。
二
行
目
の
、
一
行
目
「
王
」「
善
」
の
文

字
の
中
間
の
左
隣
に
、踊
り
字
（
揺
す
り
字
）
の
よ
う
な
「
〃
」
字
が
、

さ
ら
に
そ
の
下
に
一
文
字
分
ほ
ど
空
け
て
、
一
行
目
「
順
」
の
文
字

の
左
隣
に
、
上
の
「
〃
」
字
と
は
や
や
異
な
る
記
号
の
よ
う
な
点
が
、

【
写
真　

Ｃ
ｈ
三
五
六
】

※
ｖ
面
参
考
（
補
修
前
（
（
（

）
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ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
（
原
・
小
口
）

一
七
七

二
つ
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
行
目
に
は
残
画
二
文
字
分
が
認
め
ら

れ
た
。
一
文
字
目
の
残
画
は
、
漢
字
の
つ
く
り
の
「
阝
」、
二
文
字

目
の
残
画
は
漢
字
の
つ
く
り
の
「
甫
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い

ず
れ
も
元
の
文
字
は
比
定
で
き
な
か
っ
た
。

　
ｒ
面
の
記
載
が
「
火
長
」
で
始
ま
り
「
已
上
十
人
同
火
」
で
結
ば

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
、
唐
開
元
軍
防
令
の
「
火
」
に
関
す
る
も

の
で
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
仁
井
田
陞
は
、
そ
の
第
三
条

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
復
原
し
て
い
る
。

〔
史
料
１
〕『
唐
令
拾
遺
』（
軍
防
令
復
原
第
三
条
〔
開
七
〕〔
開
元

二
五
〕）諸

衛
士
十
人
、
十
人
為
二
火
。一
火
有
二
六
駄
馬
。一（
若
無
レ
馬
郷
、

任
備
二
驢
騾
及
牛
。一）

　

ち
な
み
に
、
そ
の
主
要
な
根
拠
は
以
下
の
史
料
で
あ
る
。

〔
史
料
２
〕『
唐
六
典
』
巻
五
尚
書
兵
部
（
兵
部
郎
中
条
）

（
前
略
）
凡
差
二
衛
士
一
征
戍
鎮
防
、
亦
有
二
団
伍
。一
其
善
二
弓

馬
一
者
為
二
越
騎
団
、一
余
為
二
歩
兵
団
。一
主
帥
已
下
統
二
領
之
。一

火
十
人
、有
二
六
馱
馬
。一
若
無
レ
馬
郷
、任
備
二
驢
騾
及
牛
。一（
後
略
）

〔
史
料
３
〕『
通
典
』
巻
二
九
職
官
一
一

（
前
略
）
十
人
為
レ
火
、
火
有
レ
長
。
備
二
六
馱
馬
驢
。一
初
置
二
八

馱
、一
後
改
為
レ
六
。（
後
略
）

〔
史
料
４
〕
養
老
軍
防
令
５
兵
士
為
火
条

凡
兵
士
、
十
人
為
二
一
火
。一
火
別
充
二
六
駄
馬
。一
養
令
二
肥
壮
。一

差
行
日
、
聴
二
将
充
一レ
駄
。
若
有
二
死
失
、一
仍
即
立
替
。

　

史
料
４
か
ら
唐
に
お
け
る
対
応
条
文
の
存
在
は
ま
ず
確
実
で
、
史

料
２
・
３
に
よ
る
唐
令
の
復
原
も
問
題
な
か
ろ
う
。
た
だ
し
冒
頭
の
、

仁
井
田
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
「
衛
士
十
人
」
の
四
文
字
に
つ
い
て
は
、

史
料
２
・
３
に
は
み
え
ず
若
干
の
検
討
の
余
地
は
あ
る
が
（
日
本
令

で
は
「
衛
士
」
の
部
分
は
「
兵
士
」
で
あ
る
）、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｃ
ｈ

一
二
五
六
が
、
本
条
（
お
よ
び
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
『
唐
六
典
』『
通
典
』）

に
規
定
さ
れ
た
「
火
」、
あ
る
い
は
そ
の
「
火
長
」
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い（

（
（

。
ｒ
面
は
、
火
長
を
含
め
た
火
の
一
単

位
＝
一
〇
人
全
員
の
氏
名
を
記
載
し
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
ｖ
面
も

そ
れ
と
密
接
に
関
わ
る
火
長
に
関
す
る
記
載
の
一
部
で
あ
ろ
う
。

　

高
昌
の
地
を
唐
の
太
宗
が
征
服
し
て
西
州
に
改
め
た
時
期
、
こ
の

地
に
も
府
兵
制
が
及
び
、
火
長
や
火
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
も
多
く
の
論
考
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
こ
の
Ｃ
ｈ

一
二
五
六
も
、
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
は
西

州
期
の
も
の
で
あ
り（

（1
（

、
十
人
一
火
を
明
確
に
示
す
具
体
例
の
一
つ
と

し
て
注
目
さ
れ
よ
う（

（（
（

。
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

一
七
八

　
（
二
）
ｒ
面
と
ｖ
面
の
筆
跡
に
つ
い
て

　
ｒ
面
の
文
字
は
比
較
的
崩
れ
た
行
書
風
の
書
体
で
書
か
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
ｖ
面
の
文
字
の
書
体
は
、
楷
書
風
で
よ
く
整
っ
た
小

さ
い
文
字
で
記
さ
れ
て
い
て
、
す
で
に
小
口
目
録
で
指
摘
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
、
ｒ
面
と
ｖ
面
の
筆
跡
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
両

面
は
時
点
を
異
に
し
た
、
別
の
筆
者
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
ｒ
面
で
は
、「
火
長
庚

〔
康
カ
〕

天
志
」
か
ら
「
趙
奴
□

〔
寅
カ
〕」

ま
で
は

比
較
的
、
薄
い
墨
色
を
呈
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
張
孝
方
」
か
ら

最
後
の
統
計
数
ま
で
は
、
そ
れ
以
前
よ
り
墨
色
が
濃
い
。
こ
れ
は
こ

の
面
の
書
き
手
が
「
趙
奴
□

〔
寅
カ
〕」

の
と
こ
ろ
で
、
一
旦
、
筆
を
止
め
、

墨
を
付
け
足
し
、「
張
孝
方
」
か
ら
あ
ら
た
め
て
書
き
始
め
た
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
た
墨
の
濃
淡
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
筆
跡
か
ら
判

断
す
る
と
、
墨
の
濃
淡
の
相
違
は
、
筆
者
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
ｒ
面
は
す
べ
て
同
筆
で
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
三
）
遺
存
状
態
に
つ
い
て

　

当
該
文
書
は
出
土
品
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
遺
存
状
態
を
お

さ
え
て
お
く
必
要
も
あ
る
。
こ
の
文
書
を
挟
む
ガ
ラ
ス
板
に
は

 Ch（（（（

｜T
Ⅲ

（（（ 

と
記
さ
れ
た
真
新
し
い
整
理
ラ
ベ
ル
が
貼

ら
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
そ
れ
は
、
ｖ
面
の
端
に
ペ
ン
（
鉛
筆
？
）
書
き

で
、Fundordsignaturen

＝
発
見
地
記
号
と
し
て
「「T

Ⅲ
/（（（/

Syrqyp-Lam
ğin

」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。Syrqyp-

Lam
ğin

は
他
の
例
か
ら
見
て
出
土
地
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。ğ

は
ウ
ィ
グ
ル
語
に
用
い
ら
れ
る
文
字
で
あ
る
。T

Ⅲ

は
第
三

回
探
険
隊
を
示
す
記
号
で
あ
る
が
、
そ
の
調
査
記
録
に
よ
れ
ば
、
ル
・

コ
ッ
ク
や
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
ら
は
、こ
の
時
、ク
チ
ャ
、カ
ラ
シ
ャ

ル
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
、
ハ
ミ
方
面
を
調
査
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（1
（

。

　

Syrqyp-Lam
ğin

と
い
う
地
名
を
当
時
の
地
図
で
探
す
と
、Le 

Coq

が
自
分
の
探
検
記（

（1
（

で
引
用
し
て
い
るA

lbert 
H

errm
ann

作
製
の
地
図K

arte 
der 

Buddhistischen 
Ruinestätten 

bei 
T

urfan

中
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
東
方
に
、
ス
ペ
ル
は
や
や
異
な
る
が
、

Sirqip

とLäm
ğin

と
い
う
地
名
が
比
較
的
近
接
し
て
存
在
す
る
。

ま
た
同
時
代
のT

U
RPA

N
 N

A
Ң

IY
ISI

と
い
う
ト
ル
コ
語
表
記
の

地
図
中
で
も
、
同
じ
地
点
がSirkip

とLem
jin

と
表
記
さ
れ
て
い

る
。
ｖ
面
に
な
さ
れ
た
メ
モ
書
き
のSyrqyp-Lam

ğin

は
こ
の
二

つ
の
地
名
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
点
の
文
書

に
つ
い
て
出
土
地
が
二
つ
あ
る
の
は
不
可
思
議
な
の
で
、
あ
る
い
は

こ
れ
は
こ
の
両
地
点
の
中
間
地
帯
の
ど
こ
か
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
詳
細
は
、
探
検
記
録
な
ど
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
後
考

を
俟
ち
た
い
。

　

Ｃ
ｈ
一
二
五
六
の
ｒ
面
は
、
唐
復
原
軍
防
令
の
十
人
一
火
の
制
や
、

そ
れ
に
関
連
す
る
火
長
の
存
在
、
さ
ら
に
は
末
尾
に
そ
の
統
計
記
載
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ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
（
原
・
小
口
）

一
七
九

が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
完
結
し
た
ま
と
ま
り
を
有
し
て
い
る
と
見
做

さ
れ
、
ほ
ぼ
完
形
の
状
態
で
現
存
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

一
方
、
ｖ
面
に
つ
い
て
は
、
一
行
目
に
火
長
名
が
記
さ
れ
て
は
い

る
が
、
そ
れ
以
外
の
判
読
は
困
難
で
あ
る
。
二
行
目
に
繰
り
返
し
記

号
の
よ
う
な
記
載
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
三
行
目
に
つ
い
て
は
、
文

字
の
左
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
ま
た
一
行
目
の
「
火

長
王
善
順
」
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
か
ら
い
き
な
り
人
名
が
始
ま
っ
て

い
る
の
は
や
や
不
自
然
で
あ
り
、
そ
の
前
に
何
ら
か
の
記
載
が
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
ｖ
面
は
、
原
形
を
喪
失
し
て
い
る
（
文

の
前
後
を
切
断
さ
れ
て
い
る
）
状
態
で
現
存
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

ま
た
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
の
料
紙
全
体
を
熟
覧
す
る
と
、
そ
の
上
端
部

と
下
端
部
は
、
原
形
の
ま
ま
生
き
て
い
る
と
考
え
て
よ
く
、
左
端
部

と
右
端
部
に
つ
い
て
は
、
人
工
的
に
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。

　

料
紙
左
右
の
切
断
面
の
切
口
は
、
繊
維
が
粗
く
散
っ
て
い
る
状
態

で
あ
り
、
金
属
の
刃
物
で
切
断
し
た
痕
跡
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く

定
規
の
よ
う
な
も
の
を
当
て
て
、
お
お
よ
そ
真
っ
直
ぐ
を
意
識
し
な

が
ら
、
手
で
ち
ぎ
る
よ
う
に
切
断
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。（
一
七
五
頁
写
真
参
照
）。

　

こ
う
し
た
短
冊
状
の
料
紙
の
加
工
は
、
紙
背
の
再
利
用
が
な
さ
れ

る
際
に
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
加
工
が
わ
ざ
わ
ざ
施

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
文
書
の
形
状
が
、
二
次
的
利
用
時
の

機
能
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
（
四
）
書
体
と
料
紙
の
他
の
文
書
と
の
比
較
検
討

（
ア
）
比
較
史
料
の
選
択

　

つ
ぎ
に
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
の
料
紙
と
書
体
の
特
徴
に
注
目
し
、
比
較

分
析
を
試
み
た
。
比
較
史
料
と
し
て
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
漢
文
世
俗
文
献
・
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
か
ら
戸
籍
や
戸
口
損
益

帳
文
書
と
い
っ
た
公
文
書
を
選
ん
だ
。
た
だ
し
料
紙
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
文
書
を
自
然
科
学
分
析
に
か
け
る
こ
と
は
不
可
能
な
た

め
、
肉
眼
観
察
に
よ
る
原
本
確
認
調
査
を
実
施
し
た（

（1
（

。
今
回
対
象
と

し
た
の
は
、
以
下
の
六
点
で
あ
る
。

①
②
唐
開
元
十
年
（
七
二
二
）
西
州
高
昌
縣
籍
（
Ｃ
ｈ

一
二
一
二
＋
Ｃ
ｈ
三
八
一
〇
ｒ
）

③
唐
開
元
二
十
三
年
（
七
三
五
）
西
州
高
昌
縣
順
義
郷
籍
（
Ｃ

ｈ
二
四
〇
五
）

④
唐
天
寶
年
間（
七
四
七
～
七
五
六
）交
河
郡
籍（
Ｃ
ｈ
五
〇
ｖ
）

⑤
唐
天
寶
年
間
交
河
郡
蒲
昌
縣
（
？
）
籍
（
Ｃ
ｈ
一
〇
三
四
）

⑥
唐
至
徳
二
載（
七
五
七
）（
？
）交
河
郡
戸
口
損
益
帳（
？
）（
Ｃ

ｈ
一
四
五
五
）

10_原・小口79.indd   179 13/03/01   15:16

Hosei University Repository



法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

一
八
〇

【
写
真
】
②

【
写
真
】
①

Depositum der BERLIN-BRANDENBURGISCHEN AKADEMIE 
DER WISSENSCHAFTEN in der STAATSBIBLIOTHEK ZU 
BERLIN - Preußischer Kulturbesitz Orientabteilung

10_原・小口79.indd   180 13/03/01   15:16

Hosei University Repository



ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
（
原
・
小
口
）

一
八
一

【
写
真
】
④

【
写
真
】
③

Depositum der BERLIN-BRANDENBURGISCHEN AKADEMIE 
DER WISSENSCHAFTEN in der STAATSBIBLIOTHEK ZU 
BERLIN - Preußischer Kulturbesitz Orientabteilung

10_原・小口79.indd   181 13/03/01   15:16

Hosei University Repository



法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

一
八
二

【
写
真
】
⑥

【
写
真
】
⑤

Depositum der BERLIN-BRANDENBURGISCHEN AKADEMIE 
DER WISSENSCHAFTEN in der STAATSBIBLIOTHEK ZU 
BERLIN - Preußischer Kulturbesitz Orientabteilung

10_原・小口79.indd   182 13/03/01   15:16

Hosei University Repository



ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
（
原
・
小
口
）

一
八
三

（
イ
）
料
紙
の
質
感
の
比
較

　

①
～
⑥
の
公
的
な
籍
帳
類
の
文
書
料
紙
は
、
茶
色
味
を
帯
び
て
変

色
し
て
い
る
が
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
の
料
紙
は
、
や
や
白
味
を
帯
び
て

い
た
。
こ
れ
ら
発
掘
さ
れ
た
文
書
群
は
、
す
べ
て
土
中
に
埋
ま
っ
て

い
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
変
色
を
き
た
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

四
世
紀
に
中
国
西
北
域
で
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
李
柏
牘
稿
」
は
、

高
い
技
術
の
紙
漉
に
よ
っ
て
料
紙
が
作
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う（

（1
（

。
こ

の
よ
う
に
中
国
古
来
の
紙
漉
技
術
に
は
高
度
な
も
の
が
あ
っ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
紙
が
高
水
準
の
技
術
・
材
料
で
製

作
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
と
比
較
史
料
①
～
⑥
の

料
紙
の
色
の
相
違
は
、
料
紙
材
質
そ
の
も
の
の
相
違
や
紙
漉
の
技
術

差
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
料
紙
の
繊
維
の
状
態
に
つ
い
て
も
比
較
観
察
を
行
っ
た
。
①

～
⑥
の
文
書
の
料
紙
は
、
繊
維
も
緻
密
で
滑
ら
か
な
状
態
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
当
該
文
書
の
料
紙
の
繊
維
は
粗
く
、
薄
い
感
じ
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
肉
眼
で
観
察
し
た
だ
け
で
も
料
紙
の
繊
維
の
状
態

の
差
は
明
瞭
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
現
物
調
査
の
結
果
、
①
～
⑥
の
文
書
は
、
比
較

的
上
質
な
料
紙
で
あ
り
、
当
該
文
書
は
、
比
較
的
粗
悪
な
料
紙
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
。

（
ウ
）
書
体
の
比
較

　

今
回
、
念
の
た
め
書
体
に
つ
い
て
も
比
較
し
て
み
た
。
Ｃ
ｈ

一
二
五
六
ｖ
面
の
書
体
は
、
籍
帳
類
で
あ
る
①
～
⑥
の
文
書
と
同
じ

く
楷
書
体
で
整
っ
て
い
て
、
漢
字
習
得
の
訓
練
を
よ
く
受
け
た
人
物

の
筆
跡
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
の
漢
字
は
、
書
体
が
変
則
的

に
崩
れ
て
お
り
、
漢
字
習
得
の
訓
練
を
十
分
に
受
け
て
は
い
な
い
人

物
の
筆
跡
と
み
な
さ
れ
る
。

　

一
般
に
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
で
あ
っ
て
も
、
と
く
に
唐
の
西

州
時
代
に
は
、
戸
籍
等
の
公
的
文
書
の
清
書
を
取
り
扱
う
よ
う
な
行

政
官
は
、
中
国
で
漢
字
習
得
訓
練
を
受
け
た
漢
民
族
が
多
数
を
占
め

て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
西
域
に
居
住
す
る
一
般
の
ウ
イ
グ

ル
族
の
人
々
も
漢
字
を
用
い
て
い
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
彼
ら
の
漢

字
習
得
が
未
熟
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
漢
文
文
書

の
書
体
か
ら
容
易
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ

面
を
記
し
た
人
物
は
西
域
に
居
住
し
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
族
の
人
物
、

ｖ
面
を
記
し
た
人
物
は
漢
民
族
の
人
物
の
可
能
性
が
高
か
ろ
う
。

　

以
上
、
原
本
調
査
に
よ
っ
て
、
比
較
史
料
と
当
該
文
書
の
料
紙
の

質
感
あ
る
い
は
書
体
に
は
優
劣
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

優
劣
の
相
違
は
、
文
書
の
性
格
を
知
る
上
で
大
き
な
手
掛
か
り
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
当
該
文
書
の
詳
し
い
性
格
に
つ
い
て
は
、
章
を
あ
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史
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ら
た
め
て
、
日
本
の
史
料
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
（
五
）
表
裏
関
係
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
当
該
文
書
の
表
裏
関
係
に
つ
い
て
、
文
書
作
成
か
ら
放

置
な
い
し
廃
棄
ま
で
の
過
程
を
追
い
な
が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

　

本
章
（
二
）
に
お
い
て
検
討
し
た
書
体
の
特
徴
か
ら
す
れ
ば
、
楷

書
体
で
書
か
れ
た
ｖ
面
が
一
次
利
用
面
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
が
自

然
で
あ
る
。
ま
た
（
四
）
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
そ
の
遺
存

状
態
か
ら
み
て
も
、
ｖ
面
は
破
棄
さ
れ
て
い
て
、
ｒ
面
と
し
て
残
っ

た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
は
、

公
式
目
録
で
あ
る
西
脇
目
録
や
、
榮
新
旧
目
録
の
記
載
と
は
逆
に
、

ｖ
面
が
一
次
利
用
面
、
ｒ
面
が
二
次
利
用
面
で
あ
る
と
考
え
た
方
が

良
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
は
、
以
下
の
よ
う
な
利

用
の
経
過
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

①
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｖ
面
側
が
一
次
利
用
さ
れ
る
。

②
同
面
が
現
用
を
終
え
る
。

③
そ
れ
を
紙
背
利
用
の
た
め
に
保
管
。

④
紙
背
を
二
次
的
に
利
用
す
る
た
め
、
目
的
に
か
な
っ
た
形
に

切
断
さ
れ
、
そ
の
上
で
ｒ
面
に
文
字
の
記
入
が
な
さ
れ
る
。

⑤
こ
の
二
次
利
用
を
最
後
に
し
て
、
や
が
て
ｒ
面
も
現
用
を
終

え
、
そ
の
ま
ま
放
置
な
い
し
廃
棄
さ
れ
る
。

　

な
お
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
ガ
ラ
ス
板
に
挟
ま
れ

た
当
該
文
書
に
は
、
い
わ
ゆ
る
ｒ
面
に
、 Ch（（（（ 

の
白
ラ
ベ
ル

（Standortsignatur

＝
所
在
記
号
＋Standort N

r.

＝
所
在
番
号
を
示
す
も

の
）
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
西
脇
目
録
で
は
、
基
本
的
に
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
全
般
に
わ
た
っ
て
、
現
状
で
ラ
ベ
ル
の
貼
ら
れ
て
い
る
こ
う
し
た

面
をrecto

面
と
し
、
そ
の
裏
をverso

面
と
す
る
原
則
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る（

（1
（

。
各
面
の
利
用
に
お
け
る
時
系
列
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
西
脇
目
録
が
公
式
目
録
で
あ
る
と
い
う
性
格
に
鑑
み
、

文
書
名
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
ｒ
面
と
ｖ
面
が
、
利
用
順
か
ら
い

え
ば
正
反
対
の
関
係
に
あ
っ
て
も
、
西
脇
目
録
で
示
さ
れ
て
い
る
ｒ

ｖ
面
を
示
す
表
記
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め

て
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

三　

Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
の
性
格
と
秋
田
城
跡
出
土
木
簡
と

の
比
較

　
（
一
）
日
本
の
秋
田
城
跡
出
土
木
簡
か
ら
み
た
「
火
」
の
管
理
体

制
に
つ
い
て

　

前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
は
、
火
長
を
筆
頭

に
し
て
一
火
の
構
成
員
名
に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

と
同
じ
く
、
火
長
以
下
、
一
火
の
構
成
員
名
を
記
載
し
た
木
簡
が
日
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

一
八
六

本
の
秋
田
城
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
本
章
で

は
、
こ
の
木
簡
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
、
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
文
書
様
式
も
内
容
も
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
と
類
似
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
第
一
六
号
木
簡
、
第
一
〇
六
号
木
簡
を
例
示
す
る
。

　

秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
第
一
六
号
木
簡
は
、
オ
モ
テ
面
に

は
、
火
長
を
含
め
て
合
計
一
〇
名
の
個
人
名
を
列
挙
し
、
ウ
ラ
面
に

月
日
を
記
し
て
い
る
。

　

当
該
木
簡
は
、
〇
一
一
型
式
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
短
冊
状
の
木
簡

で
あ
る
。
ま
た
長
さ
五
〇
五
㎜
で
大
型
の
形
状
を
呈
し
て
い
る
た
め
、

文
書
様
式
の
木
簡
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

既
述
し
た
よ
う
に
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
は
、「
火
長
」
に
つ
い

て
は
、
他
の
構
成
員
よ
り
一
字
分
あ
げ
た
位
置
か
ら
記
載
が
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
六
号
木
簡
は
「
火
長
」
に
つ
い
て

は
、
他
の
構
成
員
よ
り
一
名
分
あ
げ
た
位
置
か
ら
記
載
が
始
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
火
を
統
括
し
て
い
た
「
火
長
」
を
他
の
構
成
員
よ

り
上
位
に
示
す
同
じ
様
式
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。

　

ま
た
、
火
の
構
成
員
が
、
火
長
を
含
め
て
合
計
一
〇
名
で
あ
る

点（
11
（

、
文
書
な
い
し
木
簡
の
型
式
が
短
冊
状
で
あ
る
点
も
、
Ｃ
ｈ

一
二
五
六
ｒ
面
と
第
一
六
号
木
簡
の
類
似
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

〔
史
料
６
〕
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
木
簡 

第
一
〇
六
号
木
簡（

1（
（

【
釈
文
】

・
「
火
長
矢
田
マ
宅
磨

　
　他
田
マ
□

　
　
　他
田
マ
真
亰

　
　□
□

・
「

　
　
　
　□

　
　
　年
三
月
九
日

××

〔
史
料
５
〕
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
木
簡 

第
一
六
号
木
簡（

（1
（

【
釈
文
】

 

・ 「
火
長
他
田
マ
粮
麻
呂　

物
マ
宅
主
□　
　
　

大
伴
マ
真
秋
山　

長
門
マ
□
麻
呂　

大
伴
マ
真
古
麻
呂　

尾
治
マ
子
徳
□
麻
呂

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

矢
田
マ
子
酒
麻
呂　

神
人
マ
福
麻
呂　

三
村
マ
子
舊
人　

小
長
谷
マ
犬
麻
呂　
」

 

・「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

 

五
〇
五
×
三
三
×
七

 

〇
一
一
型
式
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ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
（
原
・
小
口
）

一
八
七

 

（
一
七
七
）
×
二
七
×
五

 

〇
八
一
型
式

※
〇
一
一
型
式
・
・
・
長
方
形
の
材
の
も
の
。

※
〇
八
一
型
式
・
・
・
折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て

原
形
が
判
明
し
な
い
も
の
。

※
〔
史
料
５
〕
以
下
、
木
簡
の
法
量
の
単
位
は
㎜
で
あ
る
。

　

こ
の
木
簡
は
冒
頭
に
「
火
長
矢
田
マ
宅
磨
」
を
掲
げ
、
そ
の
下
に

人
名
が
記
さ
れ
、改
行
後
の
二
行
目
は
、「
火
長
」
か
ら
二
字
下
げ
て
、

人
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
下
端
部
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
こ

の
木
簡
に
人
名
を
記
載
さ
れ
た
総
人
数
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
裏
面

に
は
、
判
読
不
明
の
年
と
「
三
月
九
日
」
と
い
う
月
日
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
記
載
様
式
は
、
第
一
六
号
木
簡
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
お
そ

ら
く
欠
損
し
た
下
端
部
に
も
人
名
が
列
挙
さ
れ
、
火
の
構
成
員
名
が

記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
第
一
六
号
木
簡
と
第
一
〇
六
号
木
簡
は
、「
火
」
の

構
成
員
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
内
容
と
様
式
が
、
裏
面
の
日
付
の
記
載

を
除
き
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
と
類
似
し
て
い
る
。

　

鐘
江
宏
之
は
、
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
第
一
六
号
木
簡
の

オ
モ
テ
面
が
、
上
端
部
か
ら
下
端
方
向
へ
何
度
も
表
面
を
削
り
込
ま

れ
、
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
の
削
り
痕
で
覆
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た（

11
（

。

鐘
江
は
、
そ
の
ウ
ラ
面
に
も
、
同
じ
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
の
ケ
ズ
リ
が

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
モ
テ
面
、
ウ
ラ
面
と
も
に
、
何
度
も

再
利
用
な
い
し
転
用
さ
れ
た
木
簡
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
技
法
と
は
、
山
中
章
が
指
摘
し
た
木
簡
の
削
り
に

関
す
る
技
法
の
こ
と
で
、
こ
の
技
法
で
、
木
簡
を
長
径
二
～
三
㎝
程

度
に
細
か
く
削
る
と
、
表
面
が
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
の
ケ
ズ
リ
面
を
有

す
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
山
中
は
、
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ

ズ
リ
が
認
め
ら
れ
る
木
簡
は
、
何
度
も
再
利
用
な
い
し
転
用
さ
れ
た

木
簡
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
う
け
て
鐘
江
は
、
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
が
認
め
ら
れ

た
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
第
一
六
号
木
簡
は
、
毎
日
、
木
簡

を
再
利
用
す
る
よ
う
な
、
宿
直
担
当
兵
士
の
報
告
書
で
あ
る
と
位
置

づ
け
た
。

　

な
お
鐘
江
が
、
こ
れ
ら
の
木
簡
の
他
に
、
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ

リ
技
法
が
施
さ
れ
た
火
の
宿
直
関
係
と
し
て
位
置
づ
け
た
木
簡
の
事

例
を
参
考
ま
で
に
次
に
掲
げ
て
お
く
。

〔
史
料
７
〕
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
木
簡 

第
二
二
号
木
簡（

11
（

【
釈
文
】

・
「
上
総
国
部
領
解

　申
宿
直

　
　合
五
人

　
　
　
　
　火×
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

一
八
八

 

（
一
〇
九
）
×
四
〇
×
四

 

〇
一
一
型
式

　

こ
の
、
宿
直
関
係
の
木
簡
と
さ
れ
て
い
る
第
二
二
号
木
簡
の
記
載

内
容
を
み
る
と
、
上
総
国
部
領
の
解
と
い
う
様
式
に
な
っ
て
お
り
、

ま
た
「
申
宿
直
」
の
記
載
が
あ
り
、
二
行
目
に
は
五
人
と
い
う
合
計

数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
火
」
の
文
字
も
判
読
で
き
る
。

　

つ
ぎ
に
、
平
川
南
に
よ
っ
て
、
兵
士
の
宿
直
関
係
と
さ
れ
た
木
簡

の
事
例
を
掲
げ
る（

11
（

。

〔
史
料
８
〕
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
木
簡 
第
一
〇
四
号
木
簡（

11
（

【
釈
文
】

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　申
進
上
御
門
宿

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　□

　
　火長
刑
部 ××

（
墨
抹
）

 

（
二
二
八
）
×
二
七
×
五

 

〇
八
一
型
式

〔
史
料
９
〕
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
木
簡 

第
一
〇
五
号
木
簡（

11
（

【
釈
文
】

・

　直
事

　合
三
人

　
　
　火
長
□
田
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　子

　
　
　
　
　□
長

・ ××

××

 

（
二
〇
八
）
×
二
〇
×
三

 

〇
八
一
型
式

〔
史
料
（0
〕
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
木
簡 

第
一
〇
七
号
木
簡（

11
（

【
釈
文
】

・

　□
宿
直
事

　
　合
十
人

・ ×
××

×

 

（
一
三
〇
）
×
（
一
二
）
×
四

 

〇
八
一
型
式

　

第
一
〇
四
号
木
簡
は
、「
申
進
上
・
御
門
宿
」
の
記
載
、さ
ら
に
「
火

長
刑
部
」
ま
で
が
判
読
で
き
る
。

　

第
一
〇
五
号
木
簡
は
、「
直
事
」
の
上
に
は
、「
宿
」
の
文
字
が
あ
っ

た
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
合
計
数
が
三
人
、「
火
長
」
と
、
そ
の
下
に
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ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
（
原
・
小
口
）

一
八
九

人
名
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

第
一
〇
七
号
木
簡
は
、「
宿
直
事
」
と
あ
り
、「
火
」
の
記
載
は
認

め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
合
計
数
が
「
十
人
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
火

に
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

以
上
の
第
二
二
号
木
簡
、
第
一
〇
四
号
木
簡
、
第
一
〇
五
号
木
簡
、

第
一
〇
七
号
木
簡
に
つ
い
て
は
、
宿
直
に
関
係
す
る
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
火
に
関
係
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
川

が
指
摘
す
る
通
り（

11
（

、
火
に
関
す
る
宿
直
木
簡
と
判
断
し
て
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。
兵
士
宿
直
の
報
告
に
関
す
る
木
簡
は
、
第
二
二
号
木
簡
、

第
一
〇
四
号
木
簡
、
第
一
〇
五
号
木
簡
、
第
一
〇
七
号
木
簡
の
よ
う

に
、「
差
出
人
」「
件
名
」「
合
計
数
」
と
い
っ
た
記
載
が
必
須
で
、

こ
う
し
た
事
項
が
宿
直
報
告
書
の
通
常
の
手
続
き
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
第
一
六
号
木
簡
と
第
一
〇
六
号
木
簡
に
つ
い
て
は
、

「
宿
直
」
に
つ
い
て
の
事
項
が
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
役
職
、人
名
、

裏
面
の
日
付
の
み
の
記
載
内
容
で
あ
る
。

　

鐘
江
は
、
裏
面
の
日
付
を
宿
直
日
と
解
釈
を
し
て
、
宿
直
木
簡
と

し
て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
第
一
六
号
木
簡
と
第
一
〇
六
号

木
簡
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
た
日
付
を
宿
直
日
と
限
定
で
き
る
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
第
一
六
号
木
簡
は
、
冒
頭
に
宿

直
に
関
す
る
事
項
が
な
い
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
、
宿
直
関
係
の
木

簡
と
み
る
必
要
は
な
く
、
他
の
性
格
を
も
つ
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た

第
一
〇
六
号
木
簡
も
こ
れ
と
同
じ
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
想
定
で
き
る
。

　

で
は
こ
れ
ら
の
木
簡
に
は
、
宿
直
以
外
に
ど
の
よ
う
な
用
途
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
こ
の
問
題
を
検
討
し
て

み
た
い
。

〔
史
料
（（
〕
養
老
軍
防
令
（（
兵
士
以
上
条

凡
兵
士
以
上
、
皆
造
二
歴
名
簿
二
通
。一
並
顕
二
征
防
遠
使
処
所
。一

仍
注
二
貧
富
上
中
下
三
等
。一
一
通
留
レ
国
、
一
通
毎
レ
年
附
二
朝
集

使
、一
送
二
兵
部
。一
若
有
二
差
行
、一
及
上
番
国
司
拠
レ
簿
、
以
レ
次
差

遣
。
其
衛
士
防
人
還
レ
郷
之
日
、
並
免
二
国
内
上
番
。一
衛
士
一
年
。

防
人
三
年
。

　

日
本
令
で
は
「
兵
士
以
上
、
皆
造
二
歴
名
簿
二
通
一
」
と
あ
り
、
歴

名
簿
を
二
通
作
成
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
一
六
号
木
簡

の
書
式
で
は
、
火
長
と
構
成
員
名
、
日
付
の
記
載
の
み
の
た
め
、
歴

名
簿
の
よ
う
な
公
的
文
書
や
、
そ
の
手
実
と
も
考
え
難
い
。
記
さ
れ

た
内
容
か
ら
推
測
す
る
と
、
第
一
六
号
木
簡
は
、
上
番
し
た
兵
士
名

を
書
き
留
め
た
メ
モ
の
類
の
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
秋

田
城
に
は
、
東
国
各
地
か
ら
多
数
の
兵
士
が
集
結
し
て
い
た
た
め
、
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

一
九
〇

上
番
す
る
兵
士
は
、
幾
度
も
交
替
を
繰
り
返
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
う
し
た
兵
士
を
日
々
管
理
す
る
に
は
、
そ
の
都
度
、
一
つ

の
火
に
所
属
す
る
個
々
の
兵
士
名
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
木
簡
が
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た

木
簡
に
記
載
さ
れ
た
兵
士
名
は
、
公
的
文
書
の
手
実
の
作
成
が
終
わ

れ
ば
、
現
用
を
終
え
る
た
め
、
そ
の
木
簡
は
、
幾
度
も
再
利
用
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
秋
田
城
で
は
、
多
数

の
兵
士
を
個
々
に
確
実
に
把
握
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
秋
田
城
で
は
、
兵
士
の
最
小
構
成
単
位
で
あ
る
火
の

な
か
の
個
々
の
人
員
を
管
理
す
る
方
法
と
し
て
、
ま
ず
木
簡
を
使
用

し
て
メ
モ
書
き
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
れ
を
も
と
に
随
時
管
理

す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
構
成
も
、
一
火
＝
一
〇
人
と
い
う
律
令
法
に
厳
格
に
基

づ
く
こ
と
が
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る（

11
（

。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
第
一
六
号
木
簡
と
第
一
〇
六
号
木
簡
は
、
秋

田
城
と
い
う
日
本
の
古
代
国
家
の
北
辺
の
境
界
地
域
に
お
け
る
重
要

な
軍
事
拠
点
に
お
い
て
、
公
的
文
書
だ
け
で
は
な
く
、
木
簡
を
も
用

い
て
日
々
兵
士
の
管
理
が
な
さ
れ
て
お
り
、
律
令
法
の
規
定
を
遵
守

す
る
作
業
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
（
二
）
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
と
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
第 

　
　
　
　

 

一
六
号
木
簡
と
の
共
通
点
に
つ
い
て

　

さ
て
、
火
の
構
成
員
に
つ
い
て
記
し
た
秋
田
城
跡
出
土
第
一
六
号

木
と
類
似
す
る
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
比

較
検
討
し
て
み
た
い
。

　

Ｃ
ｈ
一
二
五
六
に
つ
い
て
、
原
本
を
熟
覧
し
た
際
に
、
前
章
で
述

べ
た
こ
と
以
外
に
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
別
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
。

当
該
文
書
を
注
意
深
く
観
察
す
る
と
、
料
紙
の
下
端
部
に
二
カ
所
の

穿
孔
状
の
も
の
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ａ
点
は
、
径
約
一
・
二
㎜
、
ｂ
点
は
径
約
〇
・
九
㎜
を
計
る
。
た
だ

し
ほ
か
に
も
最
下
端
に
は
半
月
状
に
小
さ
な
穿
孔
状
の
破
れ
が
あ

り
、
ま
た
、
左
端
部
に
も
、
料
紙
が
ち
ぎ
れ
た
際
に
で
き
た
よ
う
な

小
さ
な
孔
が
み
ら
れ
た
た
め
、
ａ
点
・
ｂ
点
に
つ
い
て
も
、
必
ず
し

も
人
為
的
穿
孔
と
は
断
定
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
人
為
的
穿
孔

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
糸
な
ど
を
通
し
て
、
短
冊
状
に
し
て
複
数

の
文
書
を
カ
ー
ド
の
よ
う
に
ま
と
め
て
管
理
し
た
痕
跡
で
あ
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

日
本
で
出
土
す
る
木
簡
に
は
、
こ
の
よ
う
に
上
、
下
、
あ
る
い
は

上
下
と
も
に
穿
孔
を
有
す
る
木
簡
の
事
例
が
数
多
く
認
め
ら
れ
て
い

る
。
馬
場
基
は
、
二
条
大
路
出
土
鼠
等
進
上
木
簡
の
穿
孔
に
つ
い
て

観
察
し
た
結
果
、
あ
る
時
期
に
事
務
処
理
が
変
化
し
、
進
上
状
を
帳
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ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
（
原
・
小
口
）

一
九
一

簿
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
、
人
工
的
に
穿
孔
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
事
例
を
指
摘
し
た（

1（
（

。
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
の
ａ
点
・
ｂ
点

の
穿
孔
も
、
こ
ち
ら
は
紙
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
使
用
法
が
な

さ
れ
た
例
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
し
こ
の
可
能
性
が
な
り
た
つ
と
す
れ
ば
、
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
の
利
用
法
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ

検
討
を
し
て
お
き
た
い
。

　

本
稿
「
は
じ
め
に
」
で
既
述
し
た
よ
う
に
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面

に
つ
い
て
は
、
西
脇
目
録
で
は
「「
火
長
」
人
名
票
」、
榮
旧
目
録
で

は
「
府
兵
名
簿
」、
榮
新
目
録
で
は
「
府
兵
名
籍
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
き
に
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
第
一
六
号
木
簡
に
つ
い

て
、
そ
れ
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
養
老
軍
防
令
（（
兵
士
以
上
条
に
規

定
さ
れ
た
兵
士
名
簿
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
を
想
定
し
た

が
、
こ
の
制
度
の
淵
源
も
も
ち
ろ
ん
唐
代
に
あ
る
。

〔
史
料
（（
〕『
唐
六
典
』
巻
五
尚
書
兵
部
（
兵
部
郎
中
条
）

（
前
略
）
凡
衛
士
、
各
立
二
名
簿
。一
具
三
年
已
来
征
防
若
差
遣
、

仍
定
二
優
劣
一
為
二
三
等
。一
每
年
正
月
十
日
、
送
二
本
府
一
印
訖
、

仍
録
二
一
通
一
送
二
本
衛
。一
若
有
二
差
、
行
・
上
番
、一
折
衝
府
據

レ
簿
而
発
之
。（
後
略
）

〔
史
料
（（
〕『
唐
令
拾
遺
』（
軍
防
令
復
原
第
七
条
〔
開
七
〕）

諸
衛
士
、
各
立
二
名
簿
。一
具
三
年
已
来
征
防
若
差
遣
、
仍
定
二
優

劣
一
為
二
三
等
。一
每
年
正
月
十
日
、
送
二
本
府
一
印
訖
、
仍
録
二
一

通
一
送
二
本
衛
。一
若
有
二
差
・
行
・
上
番
、一
折
衝
府
據
レ
簿
而
発
之
。

○
其
戍
辺
者
、
三
年
而
代（

11
（

。

　

秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
第
一
六
号
木
簡
が
、
軍
防
令
に
規

Ch1256r 面から見た穿孔状の破れ　a点と b点

a点 b点

10_原・小口79.indd   191 13/03/01   15:16

Hosei University Repository



法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

一
九
二

定
さ
れ
た
兵
士
名
簿
作
成
の
前
提
と
な
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ

と
記
載
方
式
が
類
似
す
る
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
も
、
同
じ
く
衛
士
名

簿
作
成
の
前
提
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
に
つ

い
て
、
前
章
に
お
い
て
書
体
や
料
紙
の
検
討
を
行
っ
た
が
、
そ
こ
で

論
じ
た
よ
う
に
、
当
該
文
書
は
紙
背
を
再
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

書
体
・
紙
質
な
ど
か
ら
い
っ
て
も
、
お
よ
そ
正
式
な
公
的
文
書
で
は

あ
り
え
な
い
。

　

こ
れ
も
既
述
し
た
よ
う
に
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
は
、
火
長
以
下
、

火
の
構
成
員
全
員
の
名
を
記
載
し
終
え
て
、
か
つ
そ
の
合
計
数
も
記

載
し
て
い
て
、
こ
の
な
か
で
内
容
が
完
結
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的

で
あ
る
が
、
さ
ら
に
細
か
く
見
れ
ば
、
こ
の
ｒ
面
中
の
文
字
配
置
が
、

こ
の
短
冊
状
の
料
紙
に
合
わ
せ
て
、
計
算
さ
れ
た
よ
う
に
、
内
容
が

き
ち
ん
と
紙
面
の
内
に
う
ま
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て

指
摘
で
き
る
。
こ
の
点
も
、
日
本
の
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土

第
一
六
号
木
簡
と
共
通
す
る
重
要
な
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　

片
や
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
、
片
や
日
本
と
、
地
域
は
大
き
く
異
な
る
も

の
の
、
両
者
は
お
そ
ら
く
同
じ
用
途
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
も
、や
は
り
上
番
し
た
府
兵
（
衛

士
）
の
人
名
を
火
単
位
で
書
き
留
め
た
メ
モ
の
類
で
は
か
な
ろ
う
か
。

　

ま
た
当
該
文
書
が
再
利
用
に
際
し
て
短
冊
状
に
切
断
さ
れ
た
こ
と

も
、
こ
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
Ｃ
ｈ
一
二
五
六

ｖ
面（
一
次
文
書
）が
現
用
を
終
え
、紙
背
利
用
の
た
め
保
管
さ
れ
た
が
、

比
較
的
粗
悪
な
料
紙
で
あ
っ
た
た
め
に
、
メ
モ
書
き
な
ど
に
二
次
使

用
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
が
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
で
あ
る
。
ま
た
、

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
で
は
多
数
の
兵
士
が
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

個
々
の
兵
士
を
管
理
を
す
る
た
め
に
は
多
く
の
料
紙
が
必
要
で
あ
っ

た
。
一
時
的
な
管
理
の
た
め
の
メ
モ
な
ら
材
質
の
良
い
料
紙
を
使
用

す
る
必
要
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
大
量

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
粗
悪
で
、
か
つ
片

面
を
す
で
に
使
用
済
み
の
紙
が
メ
モ
用
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
の
よ
う
な
場
合
は
、
ち
ょ
う
ど

火
の
最
小
単
位
の
十
人
一
火
編
成
一
単
位
を
記
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
料
紙
の
幅
を
決
め
て
、
一
つ
の
紙
背
文
書
か
ら
何
枚
も
の
短

冊
状
の
料
紙
を
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
Ｃ

ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
の
文
字
配
置
が
、
短
冊
状
の
料
紙
に
合
わ
せ
て
、

内
容
が
紙
面
に
き
ち
ん
と
収
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
こ
う

し
た
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
理
解
し
や
す
い
。
日
本
の
秋
田
城
の
よ

う
に
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
も
、
多
数
の
府
兵
（
衛
士
）
が
集
結

し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
紙
背
文
書
を
短
冊
状
に
加
工
し
た
料
紙
は
、

何
枚
も
必
要
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
て
多
数
の
府
兵
を
火

一
単
位
ご
と
に
個
別
に
管
理
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

紙
と
木
と
い
う
材
質
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
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ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
（
原
・
小
口
）

一
九
三

面
と
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
第
一
六
号
木
簡
の
両
者
に
お
い

て
、
繰
り
返
し
多
数
の
短
冊
状
の
記
載
道
具
が
準
備
・
利
用
さ
れ
た

の
は
、
両
者
は
同
じ
目
的
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
、
こ

こ
で
は
両
者
共
に
、
兵
の
基
本
集
団
の
日
常
的
な
掌
握
を
目
的
と
し

て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
の
よ
う
な
短
冊
は
、
お
そ
ら
く
束
ね

ら
れ
る
な
ど
し
て
保
管
さ
れ
た
上
で
、
そ
れ
を
も
と
に
府
兵
の
名
簿

作
成
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
ｒ
面

に
文
書
名
を
つ
け
る
な
ら
ば
、
榮
目
録
の
よ
う
に
「
府
兵
名
簿
」「
府

兵
名
籍
」
と
す
る
よ
り
は
、
唐
軍
防
令
復
原
第
七
条
の
「
名
簿
」
の

前
提
に
な
る
、西
脇
目
録
で
い
う
「「
火
長
」
人
名
票
」
よ
う
な
命
名
、

あ
る
い
は
む
し
ろ
「
府
兵
某
火
（
火
長
以
下
）
人
名
票
」
の
ご
と
き

命
名
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
と
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調

査
出
土
第
一
六
号
木
簡
の
両
者
は
、
唐
代
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
（
西
州
）

地
域
と
古
代
日
本
の
秋
田
城
と
い
う
地
域
の
違
い
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
唐
代
西
北
辺
の
前
線
の
軍
事
基
地
と
、
日
本
の
古
代
国
家
に
お

け
る
北
辺
の
前
線
の
軍
事
基
地
と
い
う
、
共
通
性
の
あ
る
場
所
に
お

い
て
、軍
防
令
で
規
定
さ
れ
た
管
理
が
徹
底
的
に
な
さ
れ
、兵
の
個
々

の
支
配
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
例
証
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

Ｃ
ｈ
一
二
五
六
ｒ
面
は
、
文
書
の
筆
跡
か
ら
み
て
、
既
述
し
た
よ

う
に
お
そ
ら
く
現
地
の
ウ
イ
グ
ル
族
の
よ
う
な
、
漢
字
習
得
が
未
熟

な
人
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
唐
人
支
配

下
に
お
い
て
き
ち
ん
と
律
令
法
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
で

き
る
。
こ
う
し
た
管
理
の
担
い
手
は
、
軍
事
的
緊
張
感
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
地
域
の
居
住
者
や
兵
自
ら
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う（

11
（

。
だ
と

す
れ
ば
、
あ
る
い
は
日
本
の
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
第
一
六

号
木
簡
の
管
理
の
担
い
手
も
、
日
本
の
古
代
国
家
側
だ
け
で
は
な
く
、

現
地
に
居
住
し
て
い
る
人
々
や
兵
士
た
ち
も
、
管
理
体
制
に
参
画
し

て
い
た
可
能
性
を
考
え
て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

か
ね
て
中
国
中
原
の
律
令
体
制
の
影
響
が
、
東
辺
と
西
辺
に
同
じ

よ
う
に
及
ぶ
可
能
性
を
指
摘
し
て
き
た
が（

11
（

、
今
回
の
事
例
も
、
中
央

政
府
か
ら
見
て
境
界
地
域
に
置
か
れ
た
軍
事
基
地
の
最
前
線
に
お
い

て
、
末
端
兵
士
の
管
理
体
制
が
同
じ
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
可

能
性
が
知
ら
れ
る
の
は
興
味
深
い
。
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
軍
事
的

緊
張
感
に
あ
ふ
れ
た
地
域
に
お
い
て
だ
か
ら
こ
そ
、
律
令
法
の
受
容

が
徹
底
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
比
較
研
究
に
、
そ
の
新
し
い
素
材
と
し
て

一
例
を
追
加
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
推
測
に
推
測
を
重
ね
た
可
能

性
の
一
つ
で
し
か
な
い
こ
と
も
自
覚
し
て
い
る
。
ま
た
ｖ
面
に
つ
い
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

一
九
四

て
も
ま
だ
類
例
を
う
ま
く
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
考

察
が
進
ん
で
い
な
い
。
た
だ
他
の
地
域
で
も
、
類
例
が
存
在
す
る
可

能
性
は
十
分
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
言
わ
ず
も
が
な
で
は
あ
る
が
、
今
回
の
事
例
は
、
現
物
に
即

し
て
の
実
態
調
査
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。

　

現
在
、
小
口
を
研
究
代
表
と
し
て
、
前
回
の
科
研
調
査
成
果
を
踏

ま
え
た
、
さ
ら
に
広
く
東
欧･
北
欧
全
体
に
わ
た
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
現
物
調
査
が
継
続
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
今
後
の
調
査
成
果
に
期
待
し
つ

つ
、
と
り
あ
え
ず
本
稿
は
こ
こ
で
擱
筆
す
る
こ
と
と
す
る
。

註（
（
）  

プ
ロ
イ
セ
ン
隊
の
調
査
は
四
回
に
及
ぶ
が
、
第
二
回
以
降
の
探
険

隊
の
正
式
名
称
はK

önigliche Preussische T
urfan-Expedition

で
あ
っ
た
。

（
２
）  

プ
ロ
イ
セ
ン
隊
の
調
査
等
に
つ
い
て
は
、
池
田
温
「
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
古
写
本
展
を
観
る
方
々
の
た
め
に
」『
現
代
書
道
二
十
人
展
第

（（
回
記
念
「
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
古
写
本
展
」
図
録
』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
一
年
）、
小
口
雅
史
「
古
代
ア
ジ
ア
世
界
の
東
と
西
：
在
ベ

ル
リ
ン
吐
魯
番
文
書
と
正
倉
院
文
書
の
語
る
も
の
―
そ
の
研
究
の

歴
史
と
一
断
面
」（『
国
際
日
本
学
』
二
、二
〇
〇
五
年
）、
北
村
高

「
ド
イ
ツ
・
ト
ル
フ
ァ
ン
探
検
隊
に
関
す
る
覚
書
」（『
龍
谷
史
壇
』

一
二
五
、二
〇
〇
六
年
）
他
参
照
。

（
３
）  

池
田
註
（
２
）
前
掲
論
文
。

（
４
）  

在
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
漢
文
世
俗
文
書
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
公
式
目
録
と
し
て
は
、
西
脇
常
記
に
よ
る
（N

isiw
aki 

T
suneki

）C
hinesische und M

anjurische H
andschriften und 

Seltene D
rucke Ⅲ

 C
hinesische Texte Verm

ischten Inhalts aus der 

Berliner Turfansam
m

lung, 
Stuttgart:Franz 

Steiner 
V

erlag 
（00（

が
あ
る
（
以
下
、
本
稿
で
は
西
脇
目
録
と
略
称
す
る
）。
ま
た
在

ベ
ル
リ
ン
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
漢
文
文
献
・
文
書
全
体
の
略
目
録

と
し
て
は
、
百
済
康
義
編
『
ベ
ル
リ
ン
所
蔵
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
出
土

漢
文
文
献
総
目
録
（
試
行
本
）』（
西
域
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
が

あ
る
（
以
下
、
本
稿
で
は
百
済
目
録
と
略
称
す
る
）。
ま
た
中
国
側
で

も
早
く
榮
新
江
に
よ
る
簡
単
な
目
録
化
が
な
さ
れ
て
い
た
が
（「
徳
国

〝
吐
魯
番
収
集
品
〟
中
的
漢
文
典
籍
與
文
書
」『
華
学
』
三
、一
九
九
八

年
。
以
下
、
榮
旧
目
録
と
略
称
す
る
）、
そ
の
後
、
同
氏
に
よ
っ
て
在

欧
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
網
羅
的
な
目
録
と
し
て
『
吐
魯
番
文
書
総
目
―

欧
美
收
蔵
巻
』（
武
漢
大
学
出
版
社
，
二
〇
〇
七
年
。
以
下
、
榮
新
目

録
と
略
称
す
る
）
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
な
か
にT

urfan Sam
m

lung

も
収
録
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
て
小
口
雅
史
が
デ
ジ
タ

ル
目
録
「
在
ベ
ル
リ
ン
吐
魯
番
出
土
漢
文
世
俗
文
書
総
合
目
録
」（
以

下
、
小
口
目
録
と
略
称
す
る
）
を
構
築
中
で
あ
る
（http://aterui.

i.hosei.ac.jp/oguchi /berlin/

）。

（
５
）  
小
口
雅
史
と
原
京
子
は
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
オ
リ
エ
ン
ト

部
門
の
許
可
を
得
て
、
現
地
で
、
平
成
二
十
四
年
二
月
七
日
、
九
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ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
（
原
・
小
口
）

一
九
五

月
十
四
日
、
同
十
七
日
の
三
度
に
わ
た
り
、
当
該
断
簡
の
原
本
調

査
を
実
施
し
た
。
ま
た
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
法
政
大
学
大
学
院
日
本

古
代
史
演
習
Ⅱ
に
お
い
て
、
当
該
断
簡
の
写
真
に
基
づ
く
検
討
を

実
施
し
た
。
ま
た
小
口
は
、
勤
務
校
か
ら
与
え
ら
れ
た
サ
バ
テ
ィ
カ

ル
期
間
で
あ
る
二
〇
〇
二
年
九
月
か
ら
二
〇
〇
三
年
九
月
、
お
よ
び

二
〇
一
一
年
九
月
か
ら
二
〇
一
二
年
九
月
の
間
に
、
本
稿
の
対
象
で

あ
る
文
書
を
含
む
ベ
ル
リ
ン
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
漢
文
文
献
全
体

の
調
査
に
従
事
し
た
。

（
６
）  

た
だ
し
厳
密
に
言
う
と
、
本
断
簡
に
つ
い
て
は
、
西
脇
目
録
は
ｖ

面
の
存
在
を
見
落
と
し
て
い
る
た
め
、
紙
の
片
面
の
み
使
用
の
場
合

の
文
書
に
つ
い
て
の
、
そ
の
目
録
に
お
け
る
表
記
法
の
通
例
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
ｒ
面
を
指
し
て
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
と
の
み
記
し
て
い
る
。
な

お
榮
新
旧
目
録
・
百
済
目
録
で
は
ｖ
面
の
存
在
を
認
め
て
い
る
が
、

ｒ
面
・
ｖ
面
の
比
定
は
西
脇
目
録
に
同
じ
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、

本
稿
で
は
ｖ
面
を
第
一
次
利
用
面
と
考
え
る
。

（
７
）  

こ
の
参
考
写
真
に
あ
る
よ
う
に
、
以
前
は
、
ｖ
面
に
ド
イ
ツ
側
研

究
者
に
よ
る
釈
文
案
の
付
箋
（
さ
ら
に
そ
れ
を
め
く
る
と
「foto（7 

beide Seiten

」と
朱
書
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

小
口
を
研
究
代
表
者
と
す
る
「
在
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の

比
較
史
的
分
析
に
よ
る
古
代
ア
ジ
ア
律
令
制
の
研
究
」
平
成
十
七
年

度
～
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
））
に
よ

る
調
査
に
際
し
て
、
漢
文
世
俗
文
書
の
全
点
再
撮
影
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
相
当
数
の
ガ
ラ
ス
板
の
交
換
・
補
修
と
ラ
ベ
ル
の
張
り
替

え
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
８
）  

唐
軍
防
令
で
も
日
本
軍
防
令
で
も
「
火
長
」
の
規
定
は
条
文
中
に

は
存
在
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
唐
で
は
『
通
典
』

中
に
記
載
が
あ
る
の
に
加
え
て
、
日
唐
い
ず
れ
の
地
で
も
出
土
文
字

資
料
中
に
「
火
長
」
の
記
載
は
多
数
見
ら
れ
る
。

（
９
）  

唐
長
孺
「
吐
魯
番
文
書
中
所
見
的
西
州
府
兵
」『
敦
煌
吐
魯
番
文
書

初
探
二
編
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。
後
に
唐
長
孺
文

集
『
山
居
存
稿
三
編
』〈
中
華
書
局
〉
に
再
録
）、
菊
池
英
夫
「
新
出

吐
魯
番
唐
代
軍
制
関
係
文
書
試
釈
―
「
開
元
三
年
四
月
西
州
営
諸
隊

火
別
請
受
馬
料
帳
」
に
つ
い
て
―
」（『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』

二
七
―
一
、一
九
七
九
年
）、
氣
賀
澤
保
規
「
唐
代
西
州
に
お
け
る
府

兵
制
の
展
開
と
府
兵
兵
士
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
六
―
三
、一
九
九
七

年
。
同
『
府
兵
制
の
研
究
―
府
兵
兵
士
と
そ
の
社
会
』〈
汲
古
書
院
、

一
九
九
九
年
〉
に
再
録
）・
同
「
唐
の
吐
魯
番
（
西
州
）
支
配
と
府
兵

制
」『
府
兵
制
の
研
究
―
府
兵
兵
士
と
そ
の
社
会
』（
同
前
）・
同
「
唐

代
西
州
府
兵
制
再
論
―
西
州
「
衛
士
」
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
土
肥
義
和
編
『
敦
煌
・
吐
魯
番
出
土
漢
文
文
書
の
新
研
究
』〈
東
洋

文
庫
、
二
〇
〇
九
年
〉）
他
。
菊
池
が
右
掲
の
論
文
で
詳
細
に
検
討
し

た
「
開
元
三
年
西
州
営
名
籍
」（
Ｔ
Ａ
Ｍ
（0（
号
墓
出
土
）
中
に
は
、
Ｃ

ｈ
一
二
五
六
中
に
見
え
る
人
名
に
類
似
す
る
氏
名
や
姓
が
散
見
さ
れ

る
。
な
お
西
脇
目
録
で
も
、
同
姓
の
人
名
を
西
州
関
係
の
ス
タ
イ
ン
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
博
捜
し
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
で
「
笵
歡
進
」

を
多
数
例
示
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
二
人
目
の
「
鄧
大
申
」
の
「
鄧
」

の
字
を
「
笵
」
と
誤
読
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
（0
）  

近
年
、
ベ
ル
リ
ン
・
ダ
ー
レ
ム
の
ア
ジ
ア
芸
術
博
物
館
（M

useum
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

一
九
六

für A
siatische K

unst

）
架
蔵
の
い
わ
ゆ
る
Ｍ
Ｉ
Ｋ
番
号
の
古
文
書

（
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
、
美
術
的
要
素
の

高
い
も
の
）
に
つ
い
て
、
名
古
屋
大
学
タ
ン
デ
ト
ロ
ン
を
用
い
て
加

速
器
質
量
分
析
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
）
法
に
よ
る
（（
Ｃ
年
代
測
定
が
実
施
さ
れ
、

M
IK

Ⅲ（（
の
断
片
か
ら
六
七
四
年
（
較
正
後
）
と
い
う
数
値
が
得

ら
れ
て
い
る
（
小
田
寛
貴
・
玉
井
達
士
両
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

（
（（
）  

西
脇
目
録
で
は
Ｃ
ｈ
一
二
五
六
（Fundordsignaturen

＝
発
見

地
記
号 T

Ⅲ/（（（
）
の
直
前
に
、
Ｃ
ｈ
六
九
三
を
「
名
籍
」
と
し
て

掲
げ
る
。
文
中
に
「
進
火
」
と
あ
り
、Fundordsignaturen

がT

Ⅲ/（（（.（

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
連
史
料
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。

人
名
に
傍
線
が
引
か
れ
、
勘
録
の
よ
う
な
作
業
に
用
い
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。
た
だ
榮
新
旧
目
録
で
は「
不
来
人
名
録
」

と
し
た
上
で
、「
当
是
元
代
或
清
代
文
書
」
と
す
る
。
た
し
か
に
字
体

か
ら
す
れ
ば
そ
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
（（
）  

前
掲
註
（
７
）
参
照
。

（
（（
）  A

lbert Grünw
edel, Altbuddhistische K

ultstätten in C
hinesisch 

- Turkistan; Bericht über archäologische Arbeiten von 1906 

bis 1907 bei K
uca, Q

arasahr und in der O
ase Turfan, Berlin: 

Georg Reim
er （（（（

、A
lbert Grünw

edel, Alt-K
utscha, Berlin: 

O
tto Elsner 1920

、A
lbert von Le Coq , Auf H

ellas Spuren in 

O
stturkistan : Berichte und Abenteuer der 2. und 3. deutschen 

Turfan-Expedition, Leipzig: J. C. H
inrichs V

erlag, （（（（

他
参
照
。

（
（（
）  A

lbert von Le Coq 

註
（
（（
）
前
掲
書
。

（
（（
）  

前
掲
註
（
５
）
に
同
じ
。

（
（（
）  

池
田
和
彦
「
李
柏
文
書
の
修
理
（
中
国
料
紙
＝
麻
紙
）」『
日

本
の
美
術
』
四
八
〇
書
跡
・
典
籍
、
古
文
書
の
修
理
（
至
文
堂
、

二
〇
〇
六
年
）。

（
（7
）  

な
お
小
口
は
二
〇
〇
二
年
～
二
〇
〇
三
年
に
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し

た
際
に
（
前
掲
註
（
５
）
参
照
）
漢
文
世
俗
文
書
全
体
に
つ
い
て
、

あ
く
ま
で
目
視
の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
全
体
を
統
一
的
に
分
類
し
て
、

小
口
目
録
の
「
紙
質
」
の
欄
に
そ
の
素
描
を
記
入
し
て
あ
る
。

（
（（
）  

こ
の
方
法
は
、
目
録
上
、
ガ
ラ
ス
板
に
挟
ま
れ
た
ど
ち
ら
の
面
を

指
し
て
説
明
し
て
い
る
の
か
を
示
す
た
め
に
は
簡
便
で
あ
る
と
い
う

利
点
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

（
（（
）  

鐘
江
宏
之「
秋
田
城
跡
第
五
四
次
調
査
出
土
木
簡
の
表
面
観
察
」『
秋

田
城
跡 

秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
年
報
』
二
〇
一
〇
（
秋
田
市
教
育
委

員
会
・
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
、
二
〇
一
一
年
）。

（
（0
）  

日
本
の
東
北
地
方
に
お
け
る
十
人
一
火
制
の
存
在
を
示
す
も
の
と

し
て
は
、早
く
払
田
柵
跡
の
Ｓ
Ｅ
五
五
〇
井
戸
（
ホ
イ
ド
清
水
隣
接
地
）

で
一
九
七
二
年
十
月
に
採
集
さ
れ
た
木
簡
（『
青
森
県
史
』
資
料
編
古

代
２
出
土
文
字
資
料
〈
青
森
県
、
二
〇
〇
八
年
〉
七
〇
一
頁
）
が
知

ら
れ
て
い
た
。
平
川
南
「
東
北
地
方
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
」（『
木

簡
研
究
』
一
、一
九
七
九
年
）
参
照
。
そ
の
後
、
多
賀
城
周
辺
の
市
川

橋
遺
跡
か
ら
「
火
長
」
墨
書
土
器
も
発
見
さ
れ
て
い
る
（『
青
森
県
史
』

資
料
編
古
代
２
出
土
文
字
資
料
一
五
八
・
一
七
四
頁
）。

（
（（
）  
鐘
江
註
（
（（
）
前
掲
論
文
。

（
（（
）  
鐘
江
註
（
（（
）
前
掲
論
文
。

（
（（
）  

山
中
章
「
考
古
学
資
料
と
し
て
の
古
代
木
簡
」（『
木
簡
研
究
』
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ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
お
け
る
府
兵
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
（
原
・
小
口
）

一
九
七

一
四
、一
九
九
二
年
。
後
に
同
『
日
本
古
代
都
城
の
研
究
』〈
柏
書
房
、

一
九
九
七
年
〉
に
再
録
）。

（
（（
）  
『
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
研
究
紀
要
』
Ⅱ
秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集

Ⅱ
（
秋
田
市
教
育
委
員
会
・
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
、
一
九
九
二
年
）。

（
（（
）  

平
川
南
『
古
代
地
方
木
簡
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
三
年
）。

（
（（
）  

註
（
（（
）
前
掲
書
。

（
（7
）  

註
（
（（
）
前
掲
書
。

（
（（
）  

註
（
（（
）
前
掲
書
。

（
（（
）  

平
川
南
「
第
五
四
次
調
査
出
土
木
簡
釈
文
（
解
説
）」
註
（
（（
）
前

掲
書
。

（
（0
）  

日
本
古
代
に
お
い
て
も
十
人
一
火
制
が
兵
制
の
基
本
隊
で
あ
る
こ

と
は
、
早
く
高
橋
崇
「
律
令
兵
制
に
お
け
る
軍
団
数
と
兵
士
数
」（『
続

日
本
紀
研
究
』
一
〇
―
四
・
五
、一
九
六
三
年
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
た
。

（
（（
）  

馬
場
基
「
二
条
大
路
出
土
京
職
進
上
木
簡
三
題
」（
奈
良
文
化
財
研

究
所
編
『
文
化
財
論
叢
』
Ⅲ
奈
良
文
化
財
研
究
所
創
立
五
十
周
年
記

念
論
文
集
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
（（
）  

池
田
温
編
『
唐
令
拾
遺
補
―
附
唐
日
両
令
対
象
一
覧
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
る
補
訂
に
従
う
。

（
（（
）  

西
州
時
代
に
お
け
る
旧
高
昌
系
人
士
の
府
兵
制
へ
の
関
与
に
つ
い

て
は
、氣
賀
澤
註
（
９
）
前
掲
「
唐
の
吐
魯
番
（
西
州
）
支
配
と
府
兵
制
」

参
照
。

（
（（
）  

小
口
註
（
２
）
前
掲
論
文
。

（
（（
）  

「
学
界
未
利
用
の
在
東
欧
・
北
欧
所
蔵
西
域
出
土
文
書
を
用
い
た
、

東
ア
ジ
ア
新
古
文
書
学
の
創
造
的
研
究
」（
平
成
二
十
四
年
度
～
平
成

二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
海
外
調
査
））。

前
回
の
科
研
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
６
）
参
照
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
度
～
平
成
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
海
外
調
査
）「
学
界
未
利
用
の
在
東
欧
・

北
欧
所
蔵
西
域
出
土
文
書
を
用
い
た
、
東
ア
ジ
ア
新
古
文
書
学
の
創

造
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
小
口
雅
史
）、
平
成
二
十
三
年
度
～

二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
一
般
）「
律
令

国
家
の
北
限
支
配
か
ら
み
た
、
津
軽
海
峡
を
挟
む
古
代
北
方
世
界
の

実
態
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
小
口
雅
史
）、
及
び
、
二
〇
一
一
年

度
法
政
大
学
大
学
院
「
海
外
に
お
け
る
研
究
活
動
補
助
制
度
」
補
助

金
に
よ
る
博
士
課
程
在
籍
大
学
院
生
（
原
京
子
）
の
調
査
研
究
活
動

（
二
〇
一
二
年
二
月
実
施
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
謝
辞
〕
ト
ル
コ
語
の
地
図T

U
RPA

N
 N

A
Ң

IY
ISI

に
つ
い
て
は
、
玉
井

達
士
氏
を
通
じ
てD

r.Pieter Ziem
e

氏
の
ご
教
示
に
あ
ず
か
っ
た
。

　

 

　

ま
たStaatsbibliothek 

zu 
Berlin

（
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書

館
）
のO

rientabteilung

に
お
け
る
原
文
書
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、

A
kadem

ie der W
issenschaften zu Göttingen

のD
r. Sim

one-
Christiane Raschm

ann

女
史
、
お
よ
び
出
納
を
担
当
し
て
い
た
だ

い
たN

icolé Fürtig

女
史
を
は
じ
め
と
す
る
窓
口
の
皆
さ
ん
に
、
い

つ
も
な
が
ら
の
ご
厚
情
を
い
た
だ
い
た
。

　

 

　

末
尾
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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